
熊本都市圏の新たな3つの高規格道路
「１０分・2０分構想」「１０分・2０分構想」
九州の発展につながる“ラストピース”



他都市との比較（市中心部～交通拠点間の所要時間）

　本県と九州各県を結ぶ広域道路ネットワークの整備は着実に進んでいる一方、それらの受け皿となる熊本都市圏で

は、道路網の脆弱性が指摘されています。

　福岡や広島などの都市圏と比較すると、近隣ICや空港など交通拠点までの所要時間は、福岡都市圏が9～25分、広

島都市圏が13分～46分であるのに対して、熊本都市圏は35～46分と最大約4倍の時間を要し、経済活動や市民生活

に深刻な影響を与えていることから、交通拠点へのアクセス性の改善は喫緊の課題となっています。

※各都市圏の自動車専用道路網は令和3年時点※各都市圏の自動車専用道路網は令和3年時点

熊本市中心部から近隣ＩＣや空港までの所要時間は・・・

福岡都市圏や広島都市圏と比較して、最大約４倍

資料：H27年度調査 道路交通センサス(混雑時旅行速度の上下平均値を用いて算出)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

平
均
所
要
時
間（
分
）

近隣IC 港 駅 空港
熊本 福岡 広島 熊本 福岡 広島 熊本 福岡 広島 熊本 福岡 広島

中心部(市役所)～各交通拠点間の所要時間

35分

約4倍

9分
13分

32分

11分 10分
13分 14分

10分

46分

25分

46分熊本は拠点アクセス機能が脆弱

九州基幹都市連携圏

出典：九州圏広域地方計画より

熊本都市圏の道路網の現状 その１ 交通拠点へのアクセス性

熊本都市圏

福岡都市圏

広島都市圏 広域図

阿蘇くまもと空港
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全国政令指定都市の平均旅行速度(DID内)

国道3号(浄行寺交差点)における交通渋滞

全国政令指定都市の主要渋滞箇所数・密集率

資料：資料:国土交通省資料(H30)

※熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会において、経済損失額を算出

DID(人口集中地区)：人口密度4千人/㎢以上の単位地区が隣接して、人口5千人以上となる地区
※各市のDID範囲を対象に、高速道路は除いて集計
※3大都市圏に該当する政令指定都市(大阪、名古屋)及び東京は除いて集計

※3大都市圏に該当する政令指定都市(大阪、名古屋)及び東京は除いて集計

資料：全国道路・街路交通情勢調査(H27)
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熊本市中心部(DID)の平均旅行速度は
全国ワースト１位

⬇
熊本市は中心部の交通事情が非常に悪い
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熊本市の主要渋滞箇所数は
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⬇
（県内の約59%が熊本市に集中）

※熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会において、経済損失額を算出

渋滞による１人当たりの経済損失額は…

熊本県民で約１７万円/年、熊本市民で約24万円/年

　熊本都市圏では慢性的な交通渋滞が発生しており、熊本市内の平均旅行速度や主要渋滞箇所数は、3大都市圏を除

く政令指定都市でワースト1といった不名誉な状況となっています。

　この渋滞による住民一人あたりの経済損失額は、熊本県民で約13～17万円／年、熊本市民で約17～24万円／年と

非常に深刻であり、熊本都市圏の交通渋滞解消は喫緊の課題です。

熊本都市圏の道路網の現状 その2 慢性的な交通渋滞



「10分・20分構想」に関する取組み

令和元年度
～２年度

熊本都市道路ネットワーク検討会

令和3年11月 熊本県・熊本市調整会議（地方自治法第252条の規定に基づくもの）
■知事・市長・県議会議長・市議会議長が、新たな3つの高規格道路の実現に向け、
　｢有料道路制度を含めた検討｣及び｢建設促進活動の推進｣に連携して取り組む事を合意

令和4年 8月 熊本都市圏３連絡道路建設促進協議会の発足

令和3年 6月 熊本県新広域道路交通計画の策定
■“すべての道は、くまもとに通じる”をコンセプトとして、熊本県・熊本市が広域道路
　ネットワーク計画を策定

■熊本市中心部から高速道路ICまでを約10分、熊本空港までを約20分で結ぶ
　｢10分・20分構想｣の誕生（新たに｢熊本都市圏北連絡道路」「熊本都市圏南連絡道路」
　｢熊本空港連絡道路」を高規格道路として位置付け）

令和3年11月
～令和4年3月

熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会
■住民や企業向けアンケート(約16,000件)や企業・団体ヒアリング等を実施

■｢10分・20分構想｣の実現が与える経済効果等について調査・検討

■熊本都市圏3連絡道路の早期実現を図ることを目的として協議会を発足

■国会議員、周辺市町村首長・議会議長、経済界や各種協会などが出席し、設立総会を開催

■本協議会を中心に建設促進活動に取り組む

出典：第3回熊本都市道路ネットワーク検討会(2019年12月)における概念図

※青線は必要な道路ネットワーク機能であり、
　具体的なルートや位置を示すものではありません。

新たに必要な道路ネットワーク機能イメージ

鹿児島

宮崎

福岡

大分

長崎

佐賀
ICアクセス
約10分

港アクセス

ICアクセス
約10分

空港アクセス
約20分

蒲島知事 大西市長

■シンポジウムの開催や県民アンケート
(約1,000件)を実施

■熊本都市圏の課題や将来ビジョンを踏
まえて、｢新たに必要な道路ネット
ワーク機能イメージ｣をとりまとめ

蒲島知事挨拶 大西市長挨拶 ガンバロー三唱



【新規路線】広域道路ネットワーク計画図（拡大版）
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熊本城

　熊本都市圏の道路網の現状を踏まえ、熊本県と熊本市は、令和３年６月に策定した｢熊本県新広域道路交通計画｣において、熊本市中心部から高速道路インター
チェンジまでを約10分、熊本空港までを約20分で結ぶ｢10分・20分構想｣を掲げ、九州のラストピースとなる｢熊本都市圏北連絡道路｣｢熊本都市圏南連絡道路｣
｢熊本空港連絡道路｣を新たな高規格道路として位置づけました。

熊本都市圏の新たな3つの高規格道路「10分・20分構想」

熊本城

バスターミナル



｢１０分・２０分構想｣の実現による効果

平常時・災害時における経済波及効果

「10分・20分構想」の実現による効果
　｢10分・20分構想｣の実現による定時性や速達性等の向上は、県民市民のくらしや産業などに様々な効果をもたらし、

熊本県はもとより九州の発展への貢献や、SDGｓの推進も期待されます。

　熊本県域を対象とした経済波及効果は、年間約1,500億円と算出されました。また、災害発生時の売上減少が抑制さ

れる効果は、約3,600億円と算出されました。

※1：熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会において、統計
値とアンケート結果を乗じて試算した需要増加額を産
業連関分析して算出

※2：日常、主に使用する道路において、1年間通行止めが
発生したと仮定した場合の売上減少抑制効果を算出
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環境
走行速度が上がれ
ば燃費が向上し、
CO₂排出量削減に
も貢献できる。

災害対策
災害に強い道路があれば、災害発生
後の復旧・復興も早くなると思う。

医療
全体の移動時間短縮、他地区への車両応援
要請の削減、患者の負担軽減につながる。

渋滞の解消は、住民
の暮らしやすさや魅
力あるまちづくりに
つながると思う。

産業・観光
企業立地のポテン
シャルや県外企業
誘致のアピール力
は上がると思う。
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CO₂排出量削減
の金銭的価値

活性化・効率化
企業進出投資

CO

平常時
約1,500億円/年※1

災害発生時の
売上減少抑制効果
約3,600億円※2

まちづくり・交通



熊本城

中心市街地

熊本駅

熊本港

中九州横断道路

九
州
新
幹
線

中九州横断道路中九州横断道路

空港アクセス
約20分

ICアクセス
約10分

九
州
新
幹
線

九
州
新
幹
線

ICアクセス
約10分

熊本
都市圏

北連絡道
路 熊本空港連絡道

路

熊本都市圏南連絡道路

中九州横断道路

空港アクセス
約20分

阿蘇くまもと空港

半導体企業集積地

九
州
縦
貫
自
動
車
道
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■熊本県土木部道路都市局 道路整備課 TEL.096-333-2497　 Mail：douroseibi@pref.kumamoto.lg.jp
 URL：https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/101/127241.html

■熊本市都市建設局土木部 土木総務課 TEL.096-328-2475　 Mail：dobokusoumu@city.kumamoto.lg.jp
 URL：https://www.city.kumamoto.jp/hpkiji/pub/detail.aspx?c_id=5&id=39800

本資料に関する問い合わせ

｢10分・20分構想」のイメージ図

令和4年8月作成

未来の熊本を築く  10分・20分構想

道路が避難所

ダブルネットワーク確保ワークライフバランス・
子育て環境の充実

余暇活動が充実した上質な生活都市

帰宅時間が20分短縮したら…

移動時間によるすきま時間が増加したら…

買い物

運 動

勉 学

住みやすさ

趣味・くつろぎ

育 児

団らん・
家事

ストレス軽減

ウォーキング等による
健康寿命増進
日常生活に運動時間が加われば…


